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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いて、コンテンツを起動する。

単元名 割合とグラフ（７時間）

帯グラフと円グラフ及び統計的な問題解決の方法について理解し、目的に応じてデータを
収集し、データの特徴や傾向に着目してグラフに的確に表現し、それらを用いて問題を解
決したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を身につける。また、その
過程を振り返り、グラフの表現のよさに気づき生活や学習に活用しようとする態度を養う。

本時の
ねらい 複数の帯グラフを比べて、データを正しくよみ取ることができる。（第５時）

指導時期 12 月上旬～中旬

本時（第５時）の展開

東京都武蔵村山市立第八小学校
教諭 三木 謙太朗

小学校 第５学年
算数科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例算数

単元の
ねらい

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的
◦�スライドの提示によって学習に合わせた情報が提示でき、児童が数学的な見方や考え方を焦点化して考えるこ
とができる。
◦�色つきのペンやマーカーを用いて、自由にグラフへの書き込みや気づいたことのメモができ、タブレット上で
共有したり、全体検討の際にすぐに画面に提示したりすることができる。
◦�帯グラフに「３年分のデータ」と「４種類の項目」が存在するため、マトリックス３×４の「思考ツール」を
活用することで、児童の思考が整理される。「思考ツール」が何種類も用意されているので、目的に合わせて
選択し活用できる。（「つかいかた」をクリックすると、その思考ツールを使用する意図が表示されるのでわか
りやすい。）



2
©2024 KYOIKU-SHUPPAN CO.,Ltd.All Rights Reserved

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦前時までの学習を振り返る。
　 T：�これまでの学習から、さまざまなデータの表

し方のよさについて振り返ってみましょう。
　 C：�（「つながるミカタ」を読み、それぞれのグラ

フのよさや特徴について話し合う。）
　 T：�それぞれのグラフによさがあることがわかる

けれど、組み合わせるともっといろんなこと
が見えてくるかもしれませんよ。

　 C：�その年の割合だけじゃなくて、折れ線グラフ
みたいに割合の変化も表せたらもっと見え
てくることがあるかもしれないよ。

◦本時の問題を把握する。
　 T：�ブルーベリーの収穫量の割合を、次のような

帯グラフに表しました。このグラフから、気
づくことやわかることはありますか。

　 C：�（児童用タブレットでp.196の帯グラフを表
示し、これまでのグラフとの違いに着目す
る。）

　 C：�（既習を用いて各年の東京の収穫量を求めて
比較したり、割合の変化をよんだりする。）

　 C：�長野県の収穫量がどんどん減っていっている
よ。

　 T：�2008年と比べて、長野県の収穫量は本当に
減っていっているのか調べてみましょう。

◦�スライド機能で、教科書p.196の「つながるミカタ」を
提示し、それぞれのグラフのよさや特徴（見方や考え方）
について、吹き出しを活用しながら児童と対話する。

◦�教科書p.196の帯グラフを提示し、児童に意見交換させ
る。

展開

◦�スライド機能を活用しながら話し合い、問題を解
決する。

※�「学習者用デジタル教科書＋デジタル教材」利用環境での
実践
　 T：�わかったことや気づいたこと、計算した結果

などを帯グラフのスライドにペンで書きこん
でもよいです。

　 C：�（2008年、2013年、2018年の長野県の収
穫量を求めて比較する。）

◦�学習したことを用いて新たな問いを解決する。
　 T：�教科書p.197 について、「正しい」「正し

くない」「この資料では判断できない」を考え、
話し合いましょう。

◦�デジタル教科書上で児童が作業できるように、ペンや
マーカーを用いてスライドに書き込ませていく。

◦�児童の実態に応じて、思考ツール（マトリックスの３×
４）や学習支援ソフトウェアを用いて、児童間の思考の
共有を行う。
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◦�既習を振り返ったり、単元をとおして大切にしたい「数学的な見方・考え方」を確認したりする際に、スライ
ドを活用することで、その時間に解決するべき問題の着眼点を焦点化して示すことができた。
◦�１つ１つのスライドの中で紙面内容が拡大して表示され、紙の教科書より見やすいのが大きなメリットで、そ
れによって、困り感のある児童が問題解決する際のヒントとなり協働的に解決に向かう姿が見られた。
◦�ツールバーにあるペンやマーカー、「思考ツール」などを活用することで児童が思考したことが整理され、話
し合う際に見やすく表示できた。本時では、グラフからデータの特徴を捉えた内容をそのまま色つきのペンで
書き込むことができ、さらに共有しやすいところがメリットと感じた。
◦�「学習者用デジタル教科書＋デジタル教材」との併用で、場面や状況に応じて児童が「思考ツール」を選択し
て作成する姿も見られ、児童が思考を焦点化させようとする意図が見えるようになった。児童の手元にあるデー
タと教師が画面に映したものを比較しながら考察することができるのも「学習者用デジタル教科書＋デジタル
教材」を併用した場合の大きなメリットである。
◦�個別最適な学習の時間として、巻末の「ステップアップ算数」に自ら取り組み、正誤判定（グラフ問題では解
答を見ての答え合わせ）ができるのが紙の教科書にはないメリットである。
◦�マスキング機能は、児童の実態に合わせて自由にめくることができるので、解決に向かう過程で困り感のある
児童には有効である。すぐに答えを見ることができてしまうというデメリットはあるが、答えを見たときに「な
ぜその答えになっているのか。なぜそのような説明になっているのか。」を考えさせることも重要と考える。

「指導者用デジタル教科書（教材）」を活用したことで得られた効果

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

まとめ

◦学習を振り返りまとめる。
　 T：�（捉えづらい問題について、説明したり伝え

合ったりしながら問題解決をする。）

　 T：�みなさんのまわりにはさまざまなデータがあ
ります。次の時間は、いろいろなデータを見
て考察をしてみましょう。

◦�次時の予告として、教科書p.199のスライド（他のデー
タの例）を見せ、学習をつなげる。


